
ＥＭＩＳは、被災した都道府県を超えて災害時に医療機関の稼働状況など災害医療に
関わる情報を共有し、被災地域での迅速かつ適切な医療・救護に関わる各種情報を集
約・提供することを目的としたシステムです。

EMIS ＝ Emergency Medical Information System

厚生労働省ＨＰ「広域災害・救急医療情報システム（EMIS）代替サービス｜厚生労働省」より抜粋

ＥＭＩＳのシステム概要
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資料４

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/kenkyu_00002.html


ＥＭＩＳポータルサイト「EMISポータルサイト｜厚生労働省」より抜粋

ＥＭＩＳは、阪神・淡路大震災を契機として平成８年から運用を開始しましたが、南海トラ
フ地震等の発生確率が高まっていることを踏まえ、機能面など様々な課題に対応する
ため、令和７年４月にインターフェースや一部機能を刷新しました。
新しいＥＭＩＳはアクセスが集中しても止まりにくく、迅速に改修でき、他のシステムとも
柔軟に連携できるプラットフォームとなっています。
※新しいEMISの本格稼働は、令和６年度の試行稼働を経て、令和７年3月28日より開
始しました。

ＥＭＩＳのサービス刷新
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https://www.emis.mhlw.go.jp/public/s/


主な利用者区分 主な機能

組織 医療機関（病院、有床診療所）
医療機関ダッシュボード、基本情報入力／緊急時入力、被災状況
の詳細入力、ＤＭＡＴ／ＤＰＡＴ／災害支援ナースの登録、ＤＭＡＴ隊
員管理編集、搬送患者の受入状況

組織 都道府県
モード切り替え、本部・拠点情報、研修・訓練管理、ＤＭＡＴ研修受講
者管理、緊急情報・お知らせ、通知送信

組織 市区町村、保健所、消防等 各画面参照

組織 災害医療コーディネーター等 救護班登録

組織 医療関係団体（医師会等） 救護班登録

個人
ＤＭＡＴ、ＤＰＡＴ、災害支援
ナース

ダッシュボード、本部・拠点情報、医療機関緊急時入力画面（代行）、
医療機関詳細入力画面（代行）、救護班登録、診療地点マスター一
覧／登録／編集、患者情報入力（医療搬送患者含む）、搬送患者の
受入状況、チーム登録、活動状況入力

個人 ＪＭＡＴ、日赤救護班等
医療機関緊急時入力画面（代行）、医療機関緊急時入力画面（代
行）、救護班登録、診療地点マスター一覧／登録／編集、患者情報
入力（医療搬送患者含む）、活動状況入力

利用者ごとの利用できる機能

○従来のＥＭＩＳからの変更箇所
追加 チャット機能、Ｊ-ＳＰＥＥＤ可視化機能、その他システム（※）との連携 等

※Ｇ-ＭＩＳ、Ｄ２４Ｈ、ＰＥＡＣＥ、ＳＯＢＯ-ＷＥＢ 等
廃止 避難所状況入力 等

ＥＭＩＳポータルサイト「EMISポータルサイト｜厚生労働省」より抜粋
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https://www.emis.mhlw.go.jp/public/s/

